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駿河湾奥部（富士川河口～田子の浦）の海底地形と海底面状況
村中康秀 1・神谷貴文 1・伊藤彰 2・大山康一 1・
渡邊雅之 3・小野昌彦 4・丸井敦尚 4
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Bottom topography and condition of seabed between the mouth of Fuji 
River and Tagonoura in Suruga Bay
Yasuhide MURANAKA1, Takafumi KAMITANI1, Akira ITO2, 







深 500m 程度までの 2m メッシュの海底地形図を作成した結果、田子の浦港沖西側で、水深 120m ～ 140m
付近で比高 30m 程度の急崖域が海岸線に平行方向に幅 3km にわたり連続して確認された。その谷部の急崖域
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士川系沖積層（深度 20m ～ 80m）17.1℃、その下の
富士溶岩層地下水（深度 30m ～ 120m）15.7℃、さ
らにその下の古富士系集塊質泥流層中の地下水（深
度 150m ～ 250m）13.6℃のように深度を増す毎に
低温を示し、愛鷹系火山砂礫層においても上部層（深










































査は、水深 5 ～ 250m 程度の範囲を 2014 年 8 月 3
日～ 27 日、水深 250 ～ 500m 程度の範囲を 2015 年











（2014 年）は R2Sonic 社製ナローマルチビーム測
深機 Sonic2024、水深 500 ｍ程度まで（2015 年）
は Sonic2026 を調査船に取り付けて調査を行った。
調査では船の速度を 3 ～ 4 ノット程度の等速度で





2014 年 8 月 3 日～ 27 日：
水深 5 ～ 250m 程度の範囲
2015 年 8 月 3 日～ 27 日：
水深 250 ～ 500m 程度の範囲
海底面状況調査
および地層調査
2014 年 1 月 9 日～ 23 日：
富士川周辺
2014 年 12 月 1 日～ 18 日：
田子の浦周辺
遠隔操作無人探査機による












































（Position & Orientation 
















200m ～ 300m 400 ～ 300
300m ～ 400m 300 ～ 200
２　海底面状況調査および地層調査
　図 2 に示した海底面状況調査および地層調査の範
囲を二つに分け、富士川周辺を 2014 年 1 月 9 日～






向とし、測線間隔は 100m、探査幅は 150m とした。
また地層調査記録のデータ検証のため、東西方向に





が同時取得可能な Edge-Tech 社製 2000-DSS を用
いた。調査は、2000-DSS を積載した曳航体を船尾
から 5m ～ 500m の長さで曳航し 1 ～ 2 ノット程


















































トしたものを図 4 に示した。調査は 2015 年から
2016 年の間で 5 回に分けて実施した（表 1）。ROV
は SeaBotix 社 製 LBV300-5 を 使 用 し、Teledyne 
BlueView 社製前方監視ソナー M900-130 により確
認しながら運行した。ROV の位置は LinkQuest 社
製水中測位機 Track Link 1500HA・TN1505B ま



















位置を図 4、断面図を図 5 ～ 8 に示した。図 3 に示
したとおり、水深 20m 以浅では比較的平坦な地形
を示しているもののその幅は非常に狭く、水深 20m
を境に平均斜度 10 度～ 30 度程度の急勾配をもつ斜




























200m ～ 400m 沖合までの浅海域では、東西方向に
波頭が延びた比高 1m 未満の砂漣が多数みられた。
水深 20m 以深から沖合部では斜面が急になり、水









地形全体の比高は 100m ～ 200m 程度であったが、





いた（図 3）。尾根の頂部の水深は 40m ～ 100m で
あった。
　富士川河口沖～田子の浦沖の水深 20m 以浅の
緩斜面域の幅は、海岸線から 100m ～ 150m 程度
であった。水深 20m 以深では傾斜を増し、水深
300m までの傾斜角度は 10 度前後であった。田子
の浦沖西側では水深300～450m、海岸線から1.6km
～ 2.6km 程度まで尾根地形が分布していた。また水
深 120m ～ 140m 付近では比高 30m 程度の急崖（図
7）が海岸線に平行方向に幅 3km にわたり連続し
て認められ、谷部の急崖域は馬蹄形で、幅は 200m






面域の幅は海岸線から 100m ～ 300m 程度である。
水深 20m 以深では傾斜を増し、水深 300m までの
傾斜角度は 10 度～ 15 度前後である。大野新田沖で












































150m ～ 160m の部分露岩域で、近傍の海底谷では
礫が堆積していると考えられた地点である（図 9）。
また、調査地点 3 は富士川河口東に位置する大きな
尾根で、水深 70m ～ 120m、海底面状況調査から
部分露岩域に相当すると考えられる地点である（図
9）。調査地点 4 ～ 13 は、海底地形調査の結果から
判読した、概ね海岸線に平行する形で幅 3km にわ
たり分布する急崖域の中で、特に馬蹄形を呈する
急崖域に位置する（図 3）。急崖の水深は 120m ～
140m で、比高は 30m 程度である（図 7）。また、












真 1-C）が見られた。調査地点 1 や 3 も調査地点 2
と同様に、丸い礫や細粒土が層状に堆積している様
子が見られた。
　調査地点 6、7、9 の様子を写真 2 ～ 4 に示した。
調査地点 6 は崖上の様子を捉えており、その水深は
110m ～ 120m で崖が大きな岩から成っていること
がわかる（写真 2-A ～ D）。調査地点 7 は、調査地
点 6 の崖の下に位置しており、その水深は 190m ～
200m である。海底の様子と Teledyne BlueView
社製前方監視ソナー M900-130 による映像を写真 3
に示した。海底には、角張った柱状の長さ数ｍの岩
石が散在し（写真 3-A ～ C）、長さ 8m の岩石と推
測されたものもあった（写真 3-D：ソナーの映像）。
調査地点 9 は調査地点 6 の東側の崖（水深 130m ～
150m）で崖上では露岩がみられ（写真 4-A ～ B）、
崖側面は角張った岩や亀裂の入った切り立った岩が




お、調査地点 4 ～ 13 の内、調査地点 6、7、9 以外








に幅 3km にわたり連続して認められた水深 120 ～
写真 1　調査地点 2 の様子
　　調査位置は図 4 による
写真 2　調査地点 6 の様子
　　調査位置は図 4 による
写真 3　調査地点 7 の様子
　　調査位置は図 4 による
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